
Ｃ：野菜・果物ビンゴゲーム

「身の回りの自然を利用したり、身近にある物を使ったりなどして遊びを工夫し、みんなで遊びを
楽しむことができるようにする」に対応

学習指導要領

20～30分実 施 時 間

野菜や果物の名前を、楽しみながらおぼえていく目 的

ワークシート（ビンゴカード）、 画像データ（B『野菜・果物仲間さがし』の野菜・果物カード32枚ツ ー ル

【準備】
ワークシートをプリントアウトします。プログラム B『野菜・果物仲間さがし』で使用した野菜・果物
カード（2枚1組とせず、1枚ずつ）32枚も準備しておきます。

【実施方法】
1）野菜・果物の名前（野菜・果物カードに印刷されたものと同じもの。32種類）が書いてあるワーク
シート（ビンゴカード）を配布。児童に好きな野菜・果物を選ばせて、1つのマスに1つずつ記入さ
せる
「今配ったビンゴカードに書かれた野菜・果物の名前から自由に選んで、マスの中に書いてく
ださい。書く場所は自由ですが、同じ名前を２度書いてはいけません」
＜例＞

3）ビンゴゲームの説明をする
「これからビンゴゲームをします。今からカードを１枚引きます。引いたカードの野菜や果物の名
前がビンゴカードにあった人は、その名前の上に○印をつけてください。縦・横・斜めのどれかに
丸が一列に４つ並んだら「ビンゴ！」と言ってください」

4） 画像データ（野菜・果物カード）をトランプのようにきり、先生が１枚ずつ引き、児童にそのカー
ドを見せ、それが何か尋ねる
「それでは、カードを引きます。これは何ですか？」

5）児童たちが答えた後に、ビンゴカードに○印をつけさせる
「いちごですね。いちごと書いてある人は、その名前の上に○印をつけてください。書いていな
かった人は残念！」

6）「縦、横、斜めのどれか一列に丸が３つついて、あと１つになった人はいませんか」と、リーチを
確認しつつ、ゲームを盛り上げ、同様のことをビンゴが出るまで繰り返す
縦か横か斜めの一列に丸が4つがそろったらビンゴとなります。そろったら手を挙げてください」
７）３人くらいがビンゴになったところでゲームを止める
「ビンゴになった３人に拍手をしましょう！」

８）まとめ
「きょうはゲームをしながらいろいろな野菜・果物があることを知りましたね。全部知ってたかな？
今度は野菜・果物の育ち方を考えてみましょう」とD『どんなふうに育っているの？』へつなげる

実施方法 例）

教室実 施 場 所

生活科教 科

野菜・果物ビンゴゲームを通して、数多くの野菜や果物に触れていく概 要

だいこん りんご レタス キャベツ

にんじん トマト バナナ ピーマン

きゅうり

かぼちゃ

もも なし みかん

ごぼう ぶどう いちご

だいこん りんご レタス キャベツ

にんじん トマト バナナ ピーマン

きゅうり

かぼちゃ

もも なし みかん

ごぼう ぶどう いちご



◇りんご

◇アスパラガス

◇アボカド

◇バナナ

◇いんげん

◇ごぼう

◇ブロッコリー

◇メロン

◇にんじん

◇カリフラワー

◇セロリ

◇さくらんぼ

◇かぼちゃ

◇とうもろこし

◇キャベツ

◇レタス

◇オレンジ

◇ぶどう

◇もも

◇なし

◇グリーンピース

◇ピーマン

◇パイナップル

◇かき

◇じゃがいも

◇さつまいも

◇だいこん

◇きゅうり

◇ほうれんそう

◇いちご

◇みかん

◇トマト

①左右にかいてあるやさい・くだものから、すきなものを１６こえらぼう。
②えらんだやさい・くだものを１ますに１つずつかいていこう。


